
漢
方
関
係
学
会
・
研
究
会
予
定
　（
12
月
）

　

こ
れ
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
下
に
あ
り
ま
し
た
が
、
徐
々
に
通
常
の

開
催
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
習
得
し
た
Ｗｅ
ｂ
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
の
開
催
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、２
０
２
４
年
12

月
に
開
催
ま
た
は
中
止
の
連
絡
を
頂
い
た
会
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他

の
会
に
関
し
ま
し
て
は
事
前
に
各
連
絡
先
ま
た
は
事
務
局
に
て
ご
確
認
下
さ
い
。

●
第
71
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会
漢
方
家
庭
医
講
習
会

日　

時　

12
月
７
日
（
土
）
午
後
６
時
～
７
時
20
分

会　

場　
Ｚｏｏｍ
受
講
＋
会
場（
札
幌
市
中
央
区
北
４
条
西
５
丁
目
ア
ス
テ
ィ
45
内
Ａ
Ｃ
Ｕ
─Ａ

中
研
修
室
1206
）、参
加
予
約
：https://kam

po-ikai.jp/contents/20241207/

内　

容　

精
神
科
医
療
に
役
立
つ
漢
方
の
知
識
（
千
福
貞
博
）

共　

催　

日
本
臨
床
漢
方
医
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

後　

援　

北
海
道
医
師
会
、
札
幌
市
医
師
会

問
合
先　

医
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
」
に
て
連
絡

●
日
中
医
薬
研
究
会
関
西
支
部
12
月
月
例
研
究
会

日　

時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

会　

場　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
例
会

内　

容　

繁
用
処
方
解
説
：
咽
頭
疾
患
と
漢
方
、
古
典
研
究
：
傷
寒
金
匱
の
流
れ

に
つ
い
て
─
最
近
の
症
例
等
、
皇
漢
医
学
：
生
姜
瀉
心
湯
～
、
平
成
薬

証
論
：
旋
覆
花
等
他

解
説
／
田
中
英
樹
他

事
務
局　

田
中
余
以
徳
斉
薬
局
（
三
重
県
名
張
市
榊
町
１
４
０
１
─１
）

☎
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
３
８ 

FAX
０
５
９
５
・
６
３
・
０
２
６
８

●
第
694
回
広
島
漢
方
研
究
会
月
例
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
２
単
位
）

日　

時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
半
～
午
後
０
時
半

会　

場　

広
島
県
薬
剤
師
会
館
２
Ｆ
・
ふ
た
ば
ホ
ー
ル
（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
）

内　

容　
『
添
付
文
書
か
ら
読
み
解
く
漢
方
病
理
』
小
柴
胡
湯
柴
胡
桂
枝
湯
（
木
原

敦
司
）、『
勿
誤
薬
室
方
函
口
訣
』
講
義
桂
枝
加
附
子
湯
よ
り
（
山
崎
正
寿
）

主　

催　

広
島
漢
方
交
流
会

共　

催　

一
般
社
団
法
人
日
本
生
薬
学
会

連
絡
先　

鉄
村
☎
０
８
２
・
２
３
２
・
７
７
５
６E-m

ail

：info@
tetsum

ura.jp

●
京
都
漢
方
研
究
会
第
34
期
12
月
講
座

日　

時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会　

場　

会
場
受
講
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催

講
座
会
場
：
京
都
薬
科
大
学
愛
学
館
「
愛
学
ホ
ー
ル
」（
京
都
市
山
科
区
）

内　

容　

第
１
講
・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョン
領
域
の
漢
方
─肥
満
─（
高
橋
宏
和
）、

第
２
講
・
薬
局
薬
剤
師
が
で
き
る
研
究
活
動（
笛
木
司
）、第
３
講
・
皮
膚

科
診
療
に
お
け
る
漢
方
治
療
の
実
際
～
痤
瘡
を
中
心
に（
仮
）（
夏
秋
優
）

事
務
局　

松
田
久
司
☎
０
８
０
・
６
８
６
６
・
６
９
３
２
、
０
９
０
・
９
６
２
４
・

１
６
６
９ 

FAX
０
７
５
・
７
６
２
・
５
６
１
２
（
細
野
医
院
内
松
田
宛
）

E-m
ail

：m
atsuda_134@

outlook.jp

●
第
51
期
東
海
漢
方
入
門
講
座
12
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

12
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
半

会　

場　

名
城
大
学
八
事
キ
ャ
ン
パ
ス
（
予
定
）

内　

容　

誰
に
も
分
か
る
漢
方
基
礎
「
五
臓
肝
」（
林
誠
一
）、婦
人
病
の
漢
方
（
小

塚
陽
介
）、
方
剤
解
説
（
臓
腑
）（
生
田
悠
起
）、
傷
寒
論
解
説
（
三
品
尚
弘
）

事
務
局　

東
海
漢
方
協
議
会
事
務
局
・
大
晃
生
薬（
有
）内（
名
古
屋
市
千
種
区
）

☎
０
５
２
・
７
２
２
・
２
２
０
５ 

HP
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ
ー
ム
」
よ
り

●
第
72
回
日
本
臨
床
漢
方
医
会
漢
方
家
庭
医
講
習
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
）



日　

時　

12
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
15
分
～
７
時
半

会　

場　
Ｚｏｏｍ
受
講
、参
加
予
約
：https://kam

po-ikai.jp/contents/20241214/
内　

容　

漢
方
に
お
け
る
健
康
法
～
養
生
～
（
橋
本
寛
子
）

共　

催　

日
野
市
医
師
会
、
多
摩
市
医
師
会
、（
株
）ツ
ム
ラ

後　

援　

東
京
都
医
師
会

問
合
先　
（
株
）ツ
ム
ラ
東
京
支
店
渡
部
☎
０
８
０
・
６
７
４
７
・
９
１
７
８

●
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
漢
方
三
考
塾

日　

時　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

会　

場　

東
京
神
楽
坂
三
考
塾
研
究
室
（
東
西
線
・
神
楽
坂
駅
至
近
）

内　

容　

漢
方
三
考
塾
40
周
年
記
念
講
演
「
漢
方
不
妊
治
療
の
本
質
～
五
臓
六
腑
み

な
妊
娠
せ
し
む
、ひ
と
り
子
宮
の
み
に
非
ず
～
」（
寺
師
碩
甫
）、「『
金
匱
要

略
』」（
菅
沼
栄
）、
ビ
デ
オ「
寺
師
睦
宗
先
生
と
漢
方
三
考
塾
」（
髙
山
宏
世
）

連
絡
先　

東
京
都
新
宿
区
赤
城
元
町
２
番
４
号
（
神
楽
坂
漢
方
有
恒
薬
局
）

FAX
０
３
・
３
２
６
０
・
７
６
１
８
☎
０
３
・
３
２
６
０
・
７
６
０
３

●
日
本
漢
方
協
会
漢
方
総
合
講
座
（
第
34
回
）
12
月
講
座

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
制
度
漢
方
必
須
研
修
対
象
講
座（
３
単
位
）

日　

時　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
10
分

会　

場　

全
水
道
会
館
（
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

内　

容　

基
礎
理
論
：
エ
キ
ス
製
剤
（
三
室
洋
）、
傷
寒
論
入
門
：
陽
明
病
（
田

口
哲
之
）、
最
前
線
の
漢
方
臨
床
：
冷
え
と
四
季
の
疾
患
（
高
木
嘉
子
）、

漢
方
ト
ピ
ッ
ク
ス
：「
七
情
」
を
日
常
に
取
り
入
れ
る
（
勝
野
達
郎
）

事
務
局　

一
般
社
団
法
人
日
本
漢
方
協
会（
墨
田
区
両
国
２
─17
─19
Ｐ
Ａ
Ｚ
両
国
６

階
）
☎
／
FAX
０
３
・
６
６
５
９
・
９
９
８
０
平
日
（
月
～
木
）
午
前
10
時

～
午
後
４
時
迄E-m

ail

：j.kam
po@

jeans.ocn.ne.jp

●
第
30
回
東
京
漢
方
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
12
月
講
座

・
研
修
認
定
薬
剤
師
制
度
認
定
対
象
集
合
研
修
会

・
漢
方
薬
・
生
薬
認
定
薬
剤
師
研
修
対
象
講
座
（
３
単
位
）

日　

時　

12
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
半
～
午
後
４
時
55
分

会
場
受
講（
先
着
30
名
ま
で
）と
、
Ｚｏｏｍ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講（
人
数

制
限
な
し
）の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
実
施
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｇｏｏｇ
ｌｅ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。（
申
込
み
な
し
の
当
日
参
加
不
可
）

会　

場　

早
稲
田
大
学
国
際
会
議
場
第
１
会
議
室
（
新
宿
区
西
早
稲
田
１
─20
─14
）

内　

容　

漢
方
の
初
歩
：
気
の
方
剤
（
松
井
り
か
）、
生
薬
解
説
：
附
子
・
細
辛

（
外
山
博
視
）、
処
方
解
説
：
麻
黄
附
子
細
辛
湯
（
二
宮
理
摩
）、
康
治
本

傷
寒
論
解
説
：
傷
寒
論
92
（
中
川
智
代
）、
特
別
講
義
：
神
経
痛
・
ヘ
ル

ペ
ス
と
漢
方
（
平
田
道
彦
）

連
絡
先　

二
宮
理
摩
：
☎
０
９
０
・
４
３
９
２
・
７
１
２
９

E-m
ail

：tokyokanpou@
yahoo.co.jp

●
藤
門
会

日　

時　

12
月
21
日
（
土
）
午
後
２
時
～
午
後
６
時

会　

場　

全
水
道
会
館
５
階
（
東
京
都
文
京
区
本
郷
１
─４
─１
）

会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催

内　

容　

症
例
・
研
究
報
告
（
原
典
子
）、
温
疫
論
後
の
温
病
学
（
板
倉
英
俊
）、
嘉

子
の
部
屋
（
高
木
嘉
子
）、
古
訓
医
伝
（
細
野
美
佐
子
）

連
絡
先　

ジ
ェ
ー
ピ
ー
エ
ス
製
薬（
株
）内
藤
門
会
事
務
局
☎
０
４
５
・
５
９
３
・

２
０
６
１ Em

ail

：shonisitagau@
tom

onkai.com

●
九
州
漢
方
研
究
会
令
和
６
年
12
月
例
会

日　

時　

12
月
22
日
（
日
）
午
後
１
時
～
午
後
４
時

会　

場　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
と
会
場
で
の
開
催
（
会
場
は
事
務
局
に
確
認
）

内　

容　

黄
帝
内
経
素
問
（
金
子
吉
一
）、金
匱
要
略
（
山
田
宗
良
）、中
医
学
解
説
、

傷
寒
雑
病
論
（
甄
立
学
）、

事
務
局　

斉
藤
容
子
（
招
き
猫
調
剤
薬
局
）
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴
１
─８
─11

☎
０
７
０
・
８
３
７
２
・
６
６
３
７ 

FAX
０
９
２
・
４
０
６
・
４
０
６
２

E-m
ail

：kyusyukam
po@

gm
ail.com
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右
頁
：
根
津
美
術
館
特
別
展
に
つ
い
て

東
京
港
区
の
南
青
山
（
表
参
道
）
に
あ
る
根
津
美
術
館
で
は
現
在｢

百
草
蒔

絵
薬
箪
笥
と
飯
塚
桃
葉｣

と
い
う
テ
ー
マ
の
特
別
展
が
開
か
れ
て
い
る
。
江
戸

時
代
に
制
作
さ
れ
た
こ
の
薬
箪
笥
は
前
後
に
比
類
の
な
い
ほ
ど
絢
爛
豪
華
な
工

芸
品
で
、
こ
の
た
び
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
右
頁
の
写
真
と
記
事

が
そ
れ
で
あ
る
。
生
薬
、
貴
金
属
を
用
い
た
調
剤
道
具
類
ほ
か
が
満
載
さ
れ
た

宝
箱
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
の
は
蓋
裏
に
施
さ
れ
た
極
細
密
の
百

種
の
蒔
絵
生
薬
図
で
あ
る
。
絵
に
は
目
を
凝
ら
し
て
よ
う
や
く
判
る
ほ
ど
の
生

薬
名
が
書
い
て
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
医
療
用
美
術
品
が
全
面
公
開
さ

れ
る
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
。
開
催
期
限
は
残
り
わ
ず
か
だ
が
、
漢
方
関
係
者

に
は
ぜ
ひ
と
も
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
展
示
会
で
あ
る
。

（
編
集
局
）

東
亜
医
学
協
会
の
活
動
の
概
要

東
亜
医
学
協
会
の
活
動
方
針
と
し
て
、
先
人
の
業
績
の
発
掘
と
顕
彰
、
日
本
漢

方
の
真
価
の
追
求
と
継
承
、
近
隣
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
学
術
交
流
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
は
、
一
年
に
一
度
「
漢
方
治
療
研
究

会
」
を
開
催
し
、
日
本
東
洋
医
学
会
の
支
援
の
も
と
で
学
術
の
研
鑽
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

理
事
長

中

島

正

光

1207（x） 漢方の臨床　第 71 巻第 11 号（2024）

月

刊

漢
方
の
臨
床
第
71
巻
11
号

理
事
長

中

島

正

光

発
行
所

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
１
︱

12
︱

７
Ｍ
Ｓ
ビ
ル

東
亜
医
学
協
会

編
集
長

中
島
正
光

委

員

田
原
英
一
・
西
島
啓
晃
・
福
澤
素
子
・
星
野
卓
之

室
賀
一
宏
・
矢
数
芳
英
・
渡
辺
浩
二

編
集
局

坂
田
幸
治
・
白
井
春
江

（
以
上
50
音
順
）

編

集

雑

筆

本
号
の
拓
大
漢
方
講
座
に
関
す
る
論
説
に
強
い
興
味
を
引
か
れ

た
。
同
講
座
は
本
協
会
の
起
源
で
あ
り
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て

い
た
漢
方
の
復
興
に
大
い
に
寄
与
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

が
、
そ
の
詳
細
を
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
論
説
は
見
な
い
▼
運

営
側
の
資
料
分
析
か
ら
、
昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
、
名
立
た
る
講

師
陣
が
教
え
る
魅
力
あ
る
講
座
に
、
日
本
全
国
の
み
な
ら
ず
朝

鮮
・
台
湾
・
中
国
の
出
身
者
が
漢
方
に
希
望
を
見
出
し
、
大
学
並

み
の
受
講
料
を
払
っ
て
で
も
漢
方
を
修
め
よ
う
と
集
っ
た
こ
と
が

分
か
る
▼
漢
方
復
興
の
旗
印
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た
熱
気
あ
ふ
れ

る
講
義
に
思
い
を
馳
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
講
座
の
修
了
生
の
多

く
が
漢
方
の
各
方
面
で
活
躍
し
た
と
い
う
▼
漢
方
の
歴
史
の
大
切

な
１
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

〔
西
島
〕

1（x） 漢方の臨床　第 70 巻第 4号（2023）

東
亜
医
学
協
会
の
活
動
の
概
要

昭
和
９
（
１
９
３
４
）
年
５
月
に
、
日
本
の
漢
方
医
学
復
興
を
願
う
医
師
、
薬
剤

師
、
鍼
灸
師
ら
が
日
本
漢
方
医
学
会
を
創
設
し
、
機
関
紙
と
し
て
月
刊
『
漢
方
と
漢

薬
』
の
発
刊
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

翌
昭
和
10
年
10
月
、
漢
方
医
学
講
習
会
を
実
践
す
る
「
偕
行
学
苑
」
が
発
足
し
、

11
年
よ
り
拓
殖
大
学
に
て
漢
方
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
12
年
か
ら
拓

大
漢
方
講
座
に
昇
格
し
ま
し
た
が
、
翌
年
の
昭
和
13
（
１
９
３
８
）
年
11
月
に
、
大

塚
敬
節
、
矢
数
道
明
ら
の
主
唱
に
よ
り
、
本
講
座
を
母
体
と
し
て
東
亜
医
学
協
会
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。

東
亜
医
学
協
会
は
、
戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
昭
和
19
年
に
一
旦
活
動
を
休
止

し
ま
し
た
が
、
終
戦
後
の
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に
再
発
足
し
、
同
年
８
月
よ
り
会

員
誌
、
月
刊
『
漢
方
の
臨
床
』
を
発
行
し
、『
漢
方
と
漢
薬
』
の
精
神
を
継
承
す
る
も

の
と
し
て
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

東
亜
医
学
協
会
の
活
動
方
針
と
し
て
、
先
人
の
業
績
の
発
掘
と
顕
彰
、
日
本
漢
方

の
真
価
の
追
求
と
継
承
、
近
隣
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
学
術
交
流
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
３
（
１
９
９
１
）
年
か
ら
は
、
一
年
に
一
度
「
漢
方
治
療
研
究
会
」
を
開

催
し
、
日
本
東
洋
医
学
会
の
支
援
の
も
と
で
学
術
の
研
鑽
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

理
事
長

中

島

正

光
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数
を
ご
記
入
下
さ
い
。

５
．
投
稿
原
稿
の
共
同
著
者
は
基
本
的
に
６
名
以
内
（
投
稿
原
稿

に
寄
与
し
た
も
の
に
限
る
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

６
．
掲
載
原
稿
及
び
電
子
デ
ー
タ
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ

ん
。
手
元
に
コ
ピ
ー
を
保
存
し
て
下
さ
い
。
著
者
校
正
は
原
則

と
し
て
１
回
で
す
。

７
．
別
刷
は
希
望
者
に
原
則
30
部
を
無
料
進
呈
し
ま
す
。
そ
れ
以

上
、
カ
ラ
ー
刷
分
、
掲
載
12
頁
超
過
分
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

別
刷
希
望
者
は
校
正
時
に
部
数
を
明
示
し
て
下
さ
い
。

８
．
カ
ラ
ー
印
刷
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

９
．
原
稿
は
原
則
的
に
電
子
入
稿
と
し
ま
す
。
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

は
添
付
フ
ァ
イ
ル
で
投
稿
可
。
郵
送
の
場
合
は
打
ち
出
し
原
稿
と

電
子
媒
体
（
Ｃ
Ｄ
─Ｒ
Ｏ
Ｍ
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
な
ど
）
を
セ
ッ
ト
に
し
て
提

出
。
手
書
き
の
場
合
は
、
400
字
詰
の
原
稿
用
紙
に
図
表
（
１
つ
400

字
に
換
算
）、
文
献
を
含
め
30
枚
以
内
に
し
て
下
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
の
入
稿
も
可
（
本
誌
１
頁
の
文
字
数
は
約
１
０
０
０
字
）。

規
定
文
字
数
を
大
幅
に
超
過
し
て
本
誌
に
掲
載
す
る
場
合
（
掲

載
12
頁
超
）、
超
過
分
の
実
費
は
著
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

〔
原
稿
送
付
先
〕

〒
１
０
２
─０
０
７
２

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
１
─12
─７
Ｍ
Ｓ
ビ
ル
７
階

東
亜
医
学
協
会

編
集
局

宛

電

話
：
０
３（
３
２
６
４
）８
４
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３（
３
２
６
５
）５
９
９
５

Ｅ
メ
ー
ル
：dom

ei-toa@
nifty.com

（
例
）Fin A

, Reinhardt J, K
een D

, et al.: Influenza treat-
ed w

ith Ephedra D
ecoction. T

raditional Sino-Japanese 
M

edicine, 15, 235-242, 2008

〈
書
籍
の
場
合
〉

著
者
名
：
書
名
、
発
行
所
、
発
行
地
、
該
当
頁
、
発
行
年

（
例
）
東
亜
尚
助:

生
薬
学
概
論
、
漢
薬
社
、
東
京
、
Ｐ
９
～

15
、
２
０
０
２

〈
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
〉

著
者
（
機
関
）
名
：
論
文
名
、
サ
イ
ト
名
、
発
表
年
（
最
終
閲
覧

日
：
○
年
○
月
○
日
）、http://

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
（
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
場
合
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
名
、
巻
、
号
、
頁
を
追
記

す
る
）投

稿
の
採
否
等

１
．
採
否
は
編
集
企
画
委
員
会
も
し
く
は
編
集
局
が
決
定
し
ま
す

（
原
著
論
文
に
関
し
て
は
、
編
集
企
画
委
員
会
が
委
嘱
し
た
複
数
の

審
査
員
の
意
見
を
参
考
に
し
て
決
定
す
る
）。
編
集
方
針
に
よ
り
加

筆
削
除
等
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
論
文
区
分

を
編
集
企
画
委
員
会
が
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

２
．
二
重
投
稿
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
、
本
協
会
H
P
掲

載
の
「
二
重
投
稿
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

３
．
他
の
雑
誌
や
書
籍
掲
載
の
図
表
を
転
載
す
る
場
合
は
、
著
者

自
ら
が
当
該
出
版
社
等
に
転
載
の
許
諾
を
と
り
、
転
載
許
可
書

を
編
集
局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
編
集
方
針
に
よ

り
、
転
載
の
許
諾
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
、
転
載
許
可
書
の

提
出
を
著
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

４
．
投
稿
原
稿
が
複
数
回
連
続
す
る
場
合
は
、
お
よ
そ
の
連
載
回

協会Ｅメール
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●
柿
田
塾
12
月
度
定
例
会

「
柿
田
塾
定
例
会
の
再
開
は
今
の
と
こ
ろ
未
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
柿
田
塾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
」

連
絡
先　

お
の
こ
ろ
治
療
院
内
柿
田
塾
：
兵
庫
県
淡
路
市
志
筑
１
１
３
８
─６

☎
０
７
９
９
・
６
２
・
０
９
９
０

（
以
上　

敬
称
略
）

　
　

注
意
：
各
会
の
参
加
要
件
・
参
加
費
用
等
は
個
々
に
異
な
り
ま
す
の
で

必
ず
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
。


